
第３０回国民文化祭かごしま２０１５ 

黒潮文化交流の祭典 
 

第 ２ 回 企 画 委 員 会 
 

 

日時：平成２６年８月８日（金）１３：３０～   

会場：種子島開発総合センター「鉄砲館」大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３０回国民文化祭西之表市実行委員会 

 

 

 



会  順 

 

 

１．委嘱状交付 

 

２．開会のあいさつ 

 

３．協議（議長：小倉委員長） 

 （１）経過報告 

 （２）展示・出店エリアについて 

 （３）パフォーマンスエリアについて 

  （４）ボランティアの活用 

 

４．その他 

 

５．閉 会 

 

                                          

【 メ モ 】 
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３．協議 

（１）経過報告 

期  日 内  容 開催場所等 

平成 25 年 8 月 1 日 第 30 回国民文化祭西之表市実行委員会設立総会・第１回総会開催 市役所 

8 月 25 日 第 44 回鉄砲まつり宣伝パレードにて国文祭 PR 活動 市街地一円 

9 月 7 日 かごしまアートフェスタ 2013 種子島会場展にて PR 活動 月窓亭 

10 月 3 日 種子島地区国文祭担当者協議 種子島こり～な 

11 月 2 日～3 日 第 42 回市民文化祭にて国文祭 PR 活動 市民会館 

11 月 7 日 「黒潮文化交流の祭典」第 1 回企画委員会開催 市民会館 

11 月 14 日～16 日 先進地視察調査及び関係機関との協議（企画委員 2 名・事務局 1 名） 京都・大阪 

12 月 29 日～1 月 2 日 鉄砲館にて国民文化祭 PR 活動 鉄砲館 

平成 26 年 1 月 3 日 市成人式にて国民文化祭 PR 活動 市民会館 

1 月 16 日 国民文化祭準備室との協議 県庁 

2 月 12 日 国民文化祭準備室との協議 鉄砲館 

3 月 2 日 市民フェアにて PR 活動 市民会館 

3 月 26 日 黒潮文化交流の祭典（鉄砲伝来絵巻）について企画・構成担当者との協議 鉄砲館 

4 月 28 日～5 月 6 日 ゴールデンウィーク国民文化祭 PR 活動 鉄砲館 

5 月 13 日 市文化協会総会にて国民文化祭事業説明 市民会館 

5 月 16 日 市町村国民文化祭担当者説明会 熊毛支庁 

5 月 16 日 平成 25 年度国民文化祭西之表市実行委員会決算監査 鉄砲館 

5 月 20 日 オープニングフェスティバル種子島会場協議 鉄砲館 

5 月 21 日 第 30 回国民文化祭西之表市実行委員会第 2 回総会開催 市民会館 

5 月 21 日 市議会全員協議会にて国民文化祭事業説明 市役所 

5 月 22 日 国民文化祭事業、種子島高校と協議 種子島高校 

6 月 11 日 市経済観光課火縄銃保存会担当者との協議 市役所 

6 月 13 日 種子島警察署との協議（火薬類消費許可申請にともなう） 種子島警察署 

8 月 1 日・4 日・7 日 黒潮文化交流の祭典（鉄砲伝来絵巻）について企画・構成担当者との協議 鉄砲館 

8 月 8 日 「黒潮文化交流の祭典」第 2 回企画委員会開催 鉄砲館 
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 黒潮文化交流の祭典 開催要項 

１ サブテーマ 

  種子島 黒潮が生んだ交流の証し 

 

２ 趣旨 

  黒潮文化によって種子島にもたらされた「火縄銃」と「甘藷（サツマイモ）」の伝来は、今もなお

我々島民の心のよりどころとして語り継がれています。本市おいて、このかかわり深いふたつにスポ

ットをあて、鉄砲隊の演武を効果的に取り入れ実話に基づいた模擬合戦シーンの再現や、いまや知名

度は全国区にもなった種子島ブランド芋「安納芋」をはじめとした甘藷の歴史を紹介する特別展示等

を行い、今一度、種子島のすばらしさを再認識していただくための「黒潮文化交流の祭典」を開催し

ます。 

 

３ 日時 

  平成２７年１１月８日（日）10：00～16：00 

 

４ 会場 

  日ポみなと緑地公園（種子島西之表港高速船乗り場ターミナル裏） 

 

５ 主催者 

  文化庁、鹿児島県、鹿児島県教育委員会、西之表市、西之表市教育委員会、第 30 

回国民文化祭鹿児島県実行委員会、第 30 回国民文化祭西之表市実行委員会 

 

６ 事業内容 

（１）種子島カライモ（サツマイモ）伝来の歴史パネル展を開催します。 

（２）各地の優れたサツマイモブランドや関連商品を紹介展示します。 

（３）地元種子島をはじめ招集した鉄砲隊と有志の鉄砲隊による火縄銃試射演武を効

果的に登場させ、実話に基づいた模擬合戦シーン「戦国鉄砲絵巻」を再現しま

す。 

（４）来場者を対象にした甲冑装束記念撮影会を開催します。 

（５）来場者参加型の武将行列を行います。 

 

７ 問い合わせ先 

  第３０回国民文化祭西之表市実行委員会事務局 

〒891-3101 鹿児島県西之表市西之表 7585 番地 

（種子島開発総合センター「鉄砲館」内） 

    電 話 0997-23-3215  ＦＡＸ 0997-23-3250 

    ｅ-mail  ks-bunnka@city.nishinoomote.lg.jp 
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（２）出展・展示エリアについて 

   黒潮文化交流の祭典では、カライモ交流フェスタを主に、商工フェスタ（市商工会）・

安納いもスイーツサミット（市にぎわい創実行委員会）との共同開催を実施。 

 

『カライモ交流フェスタ』概要 

わが国では江戸時代以降，カライモ（サツマイモ：甘藷）は琉球より黒潮海流を

伝って普及し，今もなお庶民に親しまれる食べ物である。 

とくに種子島（西之表市）においては，青木昆陽が徳川吉宗の命を受けて江戸で

甘藷栽培に成功する以前にいち早くカライモが栽培されており，飢饉等による食糧

難にあえいでいた島民を救う貴重な作物であった。そして，現在「安納いも」が種

子島のカライモとしてブランド化され，その代表的な調理法で，今もなお庶民に親

しまれている「焼き芋」が主要デパートでは高値で売られるなど，知名度はすでに

全国区になった。最近ではネット通販が急増し，島外に向けて新たな需要が生まれ

ており，島内の事業所は全国展開をめざす取り組みを行っている。 

このような状況を踏まえ，島民にとってはなくてはならない作物であるカライモ

を今後，よりいっそう日本の食文化の主要産物となるよう，島内外の関連団体との

協力・支援をいただきながら，カライモを種子島から全国に向けて発信した『カラ

イモ交流フェスタ』を開催する。 

 

イベント内容 

 ●種子島カライモ伝来の歴史（パネル展示） 

   甘藷の歴史～甘藷栽培発祥の地「種子島」～「安納いも」ブランド化へ 

 ●各地の優れたサツマイモブランドや関連商品を展示（原則無償による提供） 

   干し芋，菓子類，生芋，書籍等，各企業等による販売実績・公的機関の品

種改良等研究成果についてのパネル紹介 

☞日本いも類研究会を通して各企業等への賛助団体を募集。 

☞九州沖縄農業研究センター都城研究拠点及び安納いも推進本部より現

代のサツマイモの技術開発研究成果資料・品種栽培紹介用生芋の提供 

      ●焼き芋（安納いも）の販売 

        ☞安納いも推進本部を通して出店者を募集。 

 ●カライモを使ったあそび体験 

   イモ版つくり：小学校以上（低学年は保護者同伴）を対象に昔懐かしい大 

人でも楽しめる、素朴で味のあるイモ版画を体験。 

●「西之表市商工フェスタ」と共同開催 

        西之表市商工会と連携し、商工フェスタを共同開催する。島外の来場者

も見込まれることから、種子島（西之表市）の特色ある物産展を中心と

した即売会を実施。 

      ●「安納いもスイーツサミット」との共同開催 

        西之表市にぎわい創出実行委員会と連携し、カライモ（安納いも）だけ

でなく、商店街のＰＲも兼ねておこなう。（グランプリ決定戦など） 
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（３）パフォーマンスエリアについて 

   鉄砲伝来にまつわる武者装束・時代装束での寸劇や火縄銃試射を取り入れた「鉄砲

伝来絵巻」を中心に、商工フェスタによる催しものも予定している。今後、鉄砲伝

来絵巻企画・構成担当者及び商工会事務局と協議のうえ調整を行い、効果的なプロ

グラム構成づくりを目指す。 

    ※「鉄砲伝来絵巻」の概略について（別紙参照） 

    

（４）ボランティアの活用 

   国民文化祭ボランティアスタッフの募集。 

    一般及び種子島高校との連携・協力による。 

 

   ・会 場 内 ス タ ッ フ･･･場内誘導、整理、体験教室、受付・案内等 

   ・駐車場整理スタッフ･･･港湾周辺駐車場整理（ボランティアスタッフだけでなく市 

職員の対応も検討） 

 

 

４．その他 

 （１）普及啓発活動 

   ●国民文化祭横断幕掲示（4ｍ×1.25ｍ） 

     市役所所・市民会館他、市街地に合計 6 基掲示予定 

   ●国民文化祭懸垂幕（6m×0.79m） 

     市役所壁面に掲示（1 基）、ほか体育館・鉄砲館に設置掲示予定 

   ●国民文化祭立看板（3.0m×0.6m） 

     市役所玄関前・市民会館前に合計 2 基設置予定 

   ●国民文化祭 PR フラッグ（2m×2m） 

市役所内（正面玄関）に 2 枚設置 

●国民文化祭カウントダウンボード  

     市役所内・体育館内・鉄砲館内に合計 3 基設置予定 

   ●のぼり、ミニのぼり、ポスター等 

今後随時設置予定 

  

   ・市広報紙「市政の窓」に国文祭記事平成 26 年 7 月号より開催月まで毎月掲載。 

 

   ・西之表市実行委員会ホームページ・フェイスブックページを開設し、広く情報発 

信を行う。 

 

   ・種子島鉄砲まつり：宣伝パレードに実行委員会として参加。PR キャラクター「ぐ 

りぶー」・「さくら」の活用→県観光課より 2 体を借用 
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 （２）先進地視察 

    第 29 回国民文化祭・あきた２０１４ 

    「食文化フォーラム（県南地域）」視察 

    開催期間：平成 26 年 10 月 18 日（土）～19 日（日） 

    会  場：秋田ふるさと村ドーム劇場（横手市赤坂字富ケ沢６２－４６） 

 

 （３）開会式・オープニングフェスティバル サテライト会場／種子島 

     平成 27 年 10 月 31 日（土） 14:30～16:40（予定） 

     メ イ  ン会 場：鹿児島アリーナ 

サテライト会場（種子島：日ポみなと公園、奄美：文化センター1 万人ひろば） 

合計 3 会場、ライブ中継で結んで一体感をもったステージを華やかに開幕する。 

 

 （４）プレイベント国民文化祭 

「種子島 伝統文化・史蹟・文化財を活用した交流事業」（離島活性化交付金事業） 

     平成 26 年 11 月 1 日（土）～2 日（日）※市民文化祭と同時開催 

     会場：西之表市民会館・保健センターすこやか・鉄砲館・月窓亭 

     内容：羽生慎翁資料展示・華道作品展示・いけばな，茶道体験教室 
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第３０回国民文化祭「黒潮文化交流の祭典」企画委員会委員名簿 

 

平成 26 年 8 月 8 日現在 

№ 役  職 所属団体名称等 氏      名 備 考 

1 委員長 西之表市文化協会会長 小倉 伸一  

2 副委員長 
赤尾木城文化伝承館月窓亭 

ひとつ葉の会会長 
鮫嶋 安豊  

3 委 員 種子島観光協会 池原 秀直  

4 委 員 種子島火縄銃保存会 小倉 達弘  

5 委 員 西之表市商工会 上萩原好孝 新 

6 委 員 西之表市文化協会 西山 泰秀  

7 委 員 熊毛支庁総務企画課地域振興係長 瀬戸口弘美  

8 委 員 西之表市行政経営課企画政策係長 森  真樹  

9 委 員 西之表市経済観光課観光交流室長 鮫嶋 健司 新 

10 委 員 西之表市農林水産課営農振興係長 上妻 誠一  

 
鉄砲伝来絵巻 

企画・構成担当 
東宝映像美術 企画営業部製作担当 滝澤 俊夫  

 

 
事務局 西之表市教育委員会社会教育課長 中村 章二  

 〃 
西之表市教育委員会社会教育課 

文化係長 
沖田純一郎  

 〃 
西之表市教育委員会社会教育課 

社会教育係長 
古市 善哉  

 〃 
西之表市教育委員会社会教育課 

文化係主査 
和田 正樹  

 〃 
西之表市教育委員会社会教育課 

文化係主事 
前之園公貴 新 
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